予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：土木費　項：河川費　目：水防費
款：土木費　項：砂防費　目：砂防総務費
	事業名　新東海５県連合水防演習事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　  県土整備部　河川課　水政係　電話番号：058-272-1111（内3726）
　　　E-mail：c11652@pref.gifu.lg.jp
県土整備部　砂防課　企画係　電話番号：058-272-1111（内3742）
　　　E-mail：c11653@pref.gifu.lg.jp
１　事業費        　20,000千円（前年度予算額：　　　　0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	O
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	20,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	20,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　・近年、短期的・局地的な集中豪雨に伴う洪水や土砂災害が各地で頻発しているが、被害を最小限にとどめるための人的な活動である水防活動は、河川改修や砂防施設整備と並び、ますます重要な使命を帯びてきている。
　　・また、平時から関係機関が合同で訓練を行い、連携の強化を図っておくことが災害への備えとして必要である。
（２）事業内容

　　・昭和62年度から、東海５県（岐阜、愛知、三重、長野、静岡）の持ち回りで隔年実施。岐阜県での実施は、平成15年度に続いて３回目。

　　・メイン会場にて、水防団の水防技術の向上及び士気高揚、関係機関との連携強化、及び沿川住民の水防思想の普及と理解を図ることを目的として洪水を想定した水防訓練を実施する。
　　・サテライト会場にて、土砂災害を想定して、関係機関が連携した情報伝達訓練、住民参加型避難訓練、人命救助訓練を実施する。
　　＜日時＞　平成27年5月24日（日）
　　＜会場＞　メイン：大垣市今福町地内（揖斐川右岸河川敷）

　　　　　　　サテライト：揖斐川町地内

（３）県負担・補助率の考え方

　　・県域を越えて関係機関と連携を深め、水防技術の向上や避難体制の強化を図るとともに、揖斐川流域住民の水防思想の普及や危機意識の向上を図る事業であり、開催県としても負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　 「有」：木曽三川連合水防演習
　　・昭和29年度から、東海3県（岐阜、愛知、三重）の持ち回りで隔年実施（東海5県連合水防演習と交互に実施）。
・岐阜県では、直近では平成24年度に実施。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	需用費
	3,145
	水防資材などの消耗品費、会議費、印刷製本費

	役務費
	435
	案内状発送料などの通信運搬費

	委託料
	15,500
	会場設営及び訓練使用資材の配置・撤去等の業務委託料

	使用料
	820
	会議室及びバス使用料

	その他
	100
	演習記録の作成に係る備品購入費

	合計
	20,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　＜長期構想＞

　　　Ⅰ－６　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

　　　　　　　　社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

・地域の力で災害による死者・被害者を減らす（公助）

　　＜その他＞

　　　・地域の水防意識の向上を目的に国や関係自治体等と連携して行う水防
　　　　演習は、昭和62年度から毎年出水期前の5月に国土交通省が実施して
いる「水防月間」の主要行事の一つである。
（２）国・他県の状況

　　・前回（平成25年度）

　　　＜日時＞　平成25年5月26日（日）
　　　＜会場＞　長野県飯田市

　　・前々回（平成21年度）
　　　＜日時＞　平成21年5月17日（日）
　　　＜会場＞　愛知県名古屋市
（３）後年度の財政負担
　　・岐阜県での次回開催は、平成39年度（予定）
（４）事業主体及びその妥当性
　　＜事業主体＞

　　　・国土交通省中部地方整備局、岐阜県及び大垣市ほか揖斐川流域の13市町等
　　　・県域を越えて関係機関と連携を深め、水防技術の向上や避難体制の強化を図るとともに、揖斐川流域住民の水防思想の普及や危機意識の向上を図る事業であり、国、県及び関係市町等との共催は妥当である。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　　水防団の水防技術の向上及び士気高揚、関係機関との連携強化、及び沿川住民の水防思想の普及と理解を図る。
　　土砂災害の恐れがある場合に、住民が安全に避難を行えるよう、市町村の警戒避難体制を強化すると共に、住民の危機意識を向上する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	水防演習の実施

	（H  ）
	（H  ）
	1回
（H9）
	1回
（H15）
	1回
（H27）
	100％


	土砂災害に関する防災訓練の実施市町村数
	２
（H18）
	８
（H21）
	１０
（H24）
	９
（H26）
	３４
（H27）
	26％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前回（平成15年度）の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
　　演習名　揖斐川連合水防演習　

日　時　平成15年6月1日（日）

会　場　大垣市今福町地先（揖斐川右岸河川敷）

参加者　約1,800人


（前回（平成15年度）の成果）

	・前回（平成15年度）の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　　関係機関の相互連携、水防団の水防技術の向上及び揖斐川沿川住民の水防意識の高揚が図られた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	近年、短期的・局地的な集中豪雨に伴う洪水や土砂災害が各地で頻発している中、被害を最小限にとどめるための人的な活動である水防活動は、河川改修や砂防施設整備と並び、ますます重要な使命を帯びてきている。また、平時から関係機関が合同で訓練を行い、連携の強化を図っておくことが災害への備えとして必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　自衛隊をはじめとする国の機関など、関係機関との相互連携、水防団の水防技術の向上及び揖斐川沿川住民の水防意識の高揚が図られた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　水防演習のほか、複合型災害に対する各種訓練を合わせて実施するなど、防災関係機関が相互に連携した訓練を実施することで事業の効率化を図っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　最近では、水防そのものに対する地域住民の意識の低下、水防団員の高齢化や減少、団員のサラリーマン化による昼間不在、水防工法技術の伝承等が共通の課題となっており、水防団員の確保や地域における水防意識の高揚を図っていくには、水防演習を継続して実施していくことが必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　　水防活動の技術向上と水防団員の士気高揚を図るとともに、関係機関と

　の連携を図るため、今後も引き続き水防演習に積極的に参画する。


